
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

論　文

好ましい肌色再現に関する人種間の比較

白人の肌色に対する日本人と白人の好診
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Abstrac 重

　　 lt　is　common 　that　the　rnost 　important　co 【or 　in　color 　reproduGtion 　is　the　flesh　color ．　 Therefore，
the　character 　and 　reproduction 　of　flesh　co 【or 　have　been　studied 　frequently，　But　the　cross −culturaI

aspect 　of　reproduction 　of　flesh　colQr 　has　been　rare 【y　referred 　to．　l　have　studied 　the　preference　of

the　Japanese　and 　foreigner　on 　the　reproduction 　of ずlesh　color 　using 　portraits　Qf　Gaucasian 　female．　As

aresult
，
　it　is　found　that　the　Japanese 　prefer　more 　reddish 　flesh　color 　than　foreigners　of　slx　different

countories ．　This　result 　corresponds 　to　the　uncross −cultura【study 　of　preferred　flesh　color 、

要　旨

　色再現に於 い て は肌色の 再現が
一

番重要であるとよく言われている。その為 に ， 肌色 の 特性及 びその 再現に関し

て は多 くの研究がなされている 。 しか し， その肌色再現の人種閻の比較に 関 して は研 究が非常に少ない 。 本報告で

は，日本人と欧米人 の 好ま しい肌色を白人女性の 写真を使 っ て 調査 し た 。 その結果 ， 日本人 は欧米人よりも赤み の

肌色を好む事が分か っ た 。 こ の事は従来白人及び日本人で独立に行なわれた研究とも対応す るもの で ある 。
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　1．序

　力ラ
ー

写真，印刷 ， カラ
ー

テ レビ ， 等の色再現 に於

て 最も重要な色は肌色 で あると言 っ て も過言で はな い 。

その為，肌の測色的性質及びそ の 再現に関して は数多

くの研究がなされて い る 。 その主な研究は肌 の分光的

性質 （Buck ＆ Froetloh （194B）1）），記 憶色 と し

ての肌色の 特徴 （Bartieson （1960）2）），柳瀬，児

玉 ， 中田 ， 矢部 （］970）3））， 実際の肌 色，記憶 色とし

て の 肌 色及 びそ れ と好 ま しい 肌 色の 関係 （Bart−

leson （1959）4〕）， カ ラ ーテ レ ビとカラ ー写 真 で の

好ま しい 肌色の比較 （Novick （1973）5））で ある 。

　今回の報告は ， その肌色の研究で比較的扱われる こ

とが少なかっ た好ま しい肌色再現に関する人種間の比

較を行 っ たもの で ある 。

　E．従来の知兒からの人種間の比較

　初めに従来の研究から肌色に関する人種間の 比較を

行な っ てみた 。

図 1　 肌の分光分布の比較 （Buok 　g 　Froelich）
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図2　肌の分光分布の比較 （棟方）
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　2．1　分光的性質での比較

　肌の 分 光的性質で人種 間 の比 較 を 行 な っ たの は

Buok ＆ Froe 「iob （194B）
1）
で あ り， 図 1の よ うに

白人，ア ジア人，黒人の肌の分光反射率を報告 して い

る 。 こ の結果では白人，アジア人，黒人の肌の分光分

布 の 形は比較的類似 して い る が，全体の 反射率に違い

がある 。

　日本人と白入の肌の分 光分布は資生堂研究所 で測定

した白人と日本人各々50人の頬の分光反射率の 平均値

があ り， その分布を図 2に示す （資生堂 ビュ
ーテ ィ

ー

サ イ エ ン ス 研 究所 棟方 氏 提供）。 こ の 分 布 を 0 旺

1976L ’

a
“ b ’

表色系で評価すると 白人 は L ＊
＝ 66．13，

a
’

＝ i2．43，　b ＊
＝ 15．26，　He＝ 50．84，　0 ＊

＝ 二 19，68で

あ り，日本 人 は L
＊

＝ 64．BE，　 a
＊

＝ 1？．70，げ ＝ 15．77

日
e＝51．16， 0 ＊ ＝2D．？4 （こ の 計算は光源 を0 光源 ，

等色関数を 二 度視野と して 行な っ た）。 こ の 事から ，

日本人と白人の 肌色は多少暗い だけで，あま り大きな

差がない 。 Buok の結果 は ア ジ ア 人と して 代表さ れ

るデ
ー

タ に は日本人以外 が多 く含まれて い るので はな

い かと推定され ，
こ のため資生堂のデ

ータとの差が生

じたの で はな い か と思わ れる 。

　2．2　記憶色での比較

　日本人と白人の肌色は測色的には比較的大きな差が

ない こ とが分かっ たが，我々が思っ て い るイメ
ージと

して は日本人 と白人の肌色 には差があるのかを ， 肌色

の 記憶色 （肌 の 色 として 記憶して い る 色）に関する 過

去 の データか ら比較を行なっ た 。 白人の 肌の記憶色の

デ
ー

タ と して は Bartleson （i960）E），
　 Newhall ，

Burnharn ＆ Olark （1957）
5）
の結 果 を使用 し， 日

本人の肌 の記 憶色 と して は西 村 ， 浅 山 （1971）7）， 柳

瀬，児 玉 ， 中 田 ，矢 部 G97D）3）の 結 果を使 用 した 。

これらの結果をマ ン セル表色系の色相，明度，彩度で

表示 し， 図 に示 したのが図 Bである 。 こ の図には色相

と彩度 ， 色相と明度の関係で 日本人 と白人の記億色が

表示されて ある 。 さ らに，白人の肌の実測値 （Bar −

t［eson （1961）8）〉， 日本 人 の 肌 の実 測 値 （柳瀬 ， 児

玉 ，中田，矢部 （1970）3〕）も同 じ図 に 示 して ある 。

こ の図から 白人の肌の 記憶色は日本人の肌の記憶色に

比べ 黄み で あり，明度が高い こ とが分かる 。 彩度に関

して は白人 と日本人の記憶色 で は顕著な差はない 。 記

憶色の肌色は実際の肌色よ りも明度 が高 い こ とは日本

人も白人も同 じ傾 向で ある 。
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pa　3　 記憶色の比較
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図 4　 好ま しい肌色の比較
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図 5　 白人と日本人に対する TV で の再現の差 （杉本）
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　 2。3 好ま しい肌色での比較

　次に，カラ
ー

写真を使用 して 好

ま しい肌色を求めた結果から，白

人と日本人の好ましい 肌色の比較

を 行 な っ た 。 白人 の デ ー タ は

BarUeson （1959）
4＞

の ，肌 色

が変化し て い る Flexichrome

printから求めた好ま し い 肌色，

Eヨ本人 の ヂ ータは吉川 ， 秋 山，牧

村，井沢 （1966）9〕の 肌色が変化

しているカラ
ープリン トか ら求め

た好 ま しい 肌色を使用 した 。 こ の

二 つ の 結 果 を OIE ｛960　 UOS

色度図に示したの が図 4である 。

こ の図に は白人の好ま しい 肌色と

して 許容 ざれ た色を （黒丸），許

容されなか っ た色を （白丸），日

本人の好ま しい 肌色として 許容さ

れ た色を （黒四 角）， 許容され な

か っ た色を （白四 角）と して 示 し

てある 。 更に 白人と日本人の肌色

の記億色 の平均値と肌 の実測値の

平均値をも示して ある 。 破線 で は

白人の記億色と同じ主波長を持っ

軌跡 ，

一点鎖線で は日本人の記憶

色 と同 じ主波長を持つ 軌跡を示 し

てある 。 こ の結果から ， 白人の好

ま しい 肌色 は日本人の好 9 しい 肌

色に比べ やや黄み に嘗 　 一い る 。

白人は記憶色の周囲　rfま しい 肌

色があ る が ， 日本人記億色とは同

白人 の 肌 色 の 再現
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じ主波長 を持 っ て い るが ， やや彩度が高い 等の 点が分

か る 。

　こ の好ましい 肌色の人種間の 比較は個別の実験結果

を比較 したもの で あるが，同一実験で の比較と して は

杉本 （1979）n ）
の結果がある 。 杉本 は 日本人評価者 に

NHK の カメ ラ 調整用標準パターン を提示 し，日本人

の好ましい 肌色に調整さ せ ，さ らに白人女性の標準画

像とされるSMPTE の標準パ タ
ー

ン No ，14を提示 し ，

白人 の 好 ましい 肌色 に調整 させた 。 そ の 結果の
一

部を

図 5 に示して い る （日本人の肌色の調整結果は技術者

61名の結果で あ り， 白人の肌色の調整結果は技術者 25

名の結果で ある）。 こ の結果か ら，日本人の好 ま しい

肌色は白人の好ま しい腓色に比べ 黄み であり，刺激純

度が低 い こ とが分か る 。 こ の色相の差は前述の好ま し

い肌色の図 4の結果 とは反 し， 図 3の肌の実測値の結

果と符合する 。

　好ま しい肌色の人種閻の 比較をする の に，杉本は日

本人が日本人の肌色と白人の肌色を評価 したが ， 私は

日本人と白人が白人の 肌色を評価した時の ，人種間の

比較を行な っ た 。

　3．好ま しい 肌邑 に関する調査

　3．1 サ ン プル作成の範囲の目標

　白人の好ま しい肌色を決定するための調査を行なう

際，どの ような範囲の肌色を使用するのかが結果を左

右する 。 そのため ， その範囲の基準 を決めるため に ，

欧米の 写真現像所 で プリン トされた自人 の 写莫 を集め．

その肌色を測定した 。 集め られた写真 は合計336枚で

あ り ， その写真の頬又は額の部分で均一
な部位直径 3

mmを東京電色製分光光度 計 TO −180OMで 分光反 射率

を測 定し， 写真帋観察光源である色評価用蛍光 灯

（JIS　Z8719「物体色の条件等色度の評価方法」で規

定されている ， 試験光の蛍 光ラ ンプ FBに相当するも

の で ある）を光源 とし ， 10度視野 の等色関数を使用 し

て 三刺激値を計算 し，OIE 　 1976　L ＊

♂ b ＊

表色系 で の

metric 　 hue −a ［gle （色相H
°
），　 metrio 　 light−

ness （明度 L ＊

），
　 metric 　 chroma （彩度 0 ＊

），

を求 める。色相，明度，彩 度各々で 5単位 の幅 毎 に

336枚の うち何枚がその幅 にはいるかの比率 を求め ，

ヒ ス トグラ ムにした の が図 6 ， 7 ， 8で ある 。 こ の 図

からサ ン プル作製の 目安 として ， 色相は45近傍を中心

と して 3Bから60の 範囲，明度は65近傍を中心と して 55

から70の 範囲，彩度は 20近傍を中心 として 10か ら30の

範囲を基準と した 。

図 6　 カラ
ープ リン ト・の 肌色 の 分布 （色相）
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図 7　 カラ
ープリン トの肌色の分布 （明度）
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図 8　 カラ
ープ リン トの 肌色 の 分布 （彩度）
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図 9　 評価用サ ン プル の 色相
一

彩度空間で の分布

20

図lO　日本人と白人の評価の 対応

　

H°

図ll 色相と許容率の関係
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　3．2 サ ンプル 作製

　評価 に便用 したサ ン プル は ， 白人の モ デルを富士写

真 フ イルム製力ラ
ー

ネガ フ イルム で 撮影 し ， そのカ ラ

ー
ネガをカ ラ

ーペ ー
パ
ー

に プリン トする際のシ ア ン ，

マ ゼ ン タ，イエ ロ ー発色層へ の露光量を調節して 色を

変化させ て作成 。 最終的に は前述の範囲を考慮して ］9

枚の プリントを選択した 。

図i2　明度と許容率の関係
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鏨
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図13　彩度と許容率の関係
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羃
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　 　 　 70
明 る さ L＊

　 　

　 　 　 　 　 　 臼　八　の　矧　o 　平　均 　鉦

　各サン プ ル には顔の中の 10カ所の均
一

な肌色の部位

を東京電色製分光光度計 丁0 −IBO口M で 分 光反射率 を

測定 し （その 際測 定面積 は直径 3m酢の 円 で ある），観

察光源 である色評価用蛍光灯を光源と し，10度視野の

等色関数を使用 して 三 刺激値を計算する 。 こ の 10カ所

の平 均値 を各サ ンプルの測色値とする 。 こ の値か ら

OIE 　 I976　 L
＊

a め
＊

表 色 系 で の metrio 冖ue −

angle （色相H
°
），　 metriG 　lightness （明度 L ＊

〉，

metric 　Ghroma （彩度 0 つ を求 め る 。 各サ ン プ

ル を色相 （HS）と彩度 （0 つ の 値で プ ロ ッ トしたの

が図 9で ある 。

　3。3　心理評価

　評価は ドイツ，（38名），イ ギリス （24名），フラ ン

ス （1？名）， カ ナ ダ （ワ名），アメ リカ （ll名），ブラ

ジル （28名），日本 （81名），で 行な っ た 。 日本人以外

の評価者は，各国の 写真現像所従業員で あり，Ei本人

は，日本の写真現豫所従業員と富± フイルム足柄研究
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表 1　 各サンプルの国別許容率

ドイ ツ イ ギ リス フ ラ ン ス カ ナ ダ ア メ リカ ブ ラ ジル 日本 当研 究所

Ao ．842o ．70呂 1、OOOO ．9410 ．818o ．8570 ．775D ．go6

B0 ．526O ．5DO0 ，557O ．647O ．818O ．893o ．694D ．駐59

Co ．895O ．833O ．9170 ．941o ．8鼠8o ．8930 ．533D ．750

D0 ，21上 o．417o ．417O ．588o ．182O ．5710 ．5510 ，313

Eo ．0790 ，0420 ．083O ．05窪 0．皇82O ，2500 ．2040 ．406

FO ．395o 、208O ．250O ．588O ．455O ．393o ．347O ，4D5

G0 ，5000 ．375O ．4170 ．706O ．545o ，429o ．143G ，a13

H0 ．421O ，375O ．5GOo ．529O ．182O ．357O ．041O ．156

1O ．080O ．250O ，000o ，412O ，000O ．143o ．2860 ，469

JO ．000o ．042O ，OOG0 ，059O ．OOO0 ，000o ．061O ，031

K0 ，0呂O0 ，167O ，0830 ．17604 呂20 ．036o ，20塁 o．406

L0 ，上32D ，1670 ．DOO0 ．294o ．09⊥ 0，107 σユ 220 ，125

Mo 、353o ．250O ．333G ，1760 ．OOOo ，1430 、020D ．000

N0 ．474o ．3750 ．417o ．176O ．091O ，正430 ．0610 ．063

oO ．7UO 、500o ，7500 ，547O ．5450 ．500o ，153G ，291

PO ．44TO ．542O ．5a30 ，588o 、535G ，357o ．469a ．438

QO ．2370 ，333G ．15702350 ．354o ．179O 、040o ．094

Ro ．342o ．2920 ，333O ．0590 ．273o ，179o ，122O ．125

S0 ，0790 ，083G ．oooo ．059O 、000 α．03Go ，020O ，GOG

表 2　許容率による各国の相関係数

ドイ ツ イ ギ リ ス フ ラ ン ス カ ナ ダ ア メ リカ ブ ラ ジ ル 日本 当研 究 所

ド イ ツ 0．90330 ．95430 ．7995O ．B1430 ．804工 o．54350 ．4642

イギ リ ス o，9341 ．0．84940 ．81150 ．84010 ．5四 40 ．6271

フ ラ ン ス O，8箆31o ．826eO 、868了 0．応634o ，5983

カ ナ ダ o．8139o ．B794o ．7547o ．7333

ア メ リカ o．8586O ，75020 ．69丁4

ブ ラ ジ ル 0．8550o ，8躯 4

日本 0．9598

当研究 所

所所 員 であ る 。 評価 は ， 照 度500か ら IOODluxの色評

価用蛍光灯の もと で 行なう こ とを原則とした 。 評価方

法は 19枚のプリン トを順次観 察 し， その肌色が好ま し

い 肌色と して許容で き る か否かの 判断を行い ， 次 に許

容ざれたプ リン トの中から
一

番好ましい プリン トを，許容

されな い プリン トか ら
一
番好

ま しくな い プリ ン トを選択 す

る こ とである 。

　　　　　　　　　　　 4．評価結果 と解析

　　　　　　　　　　　 4．1　許容率による解析

　　　　　　　　　　　 評価結果 と し て は
， 各 プ リ

　　　　　　　　　　　ン トに対 して好まし い 肌色と

　　　　　　　　　　　しての許容率 （何人が許容 し

　　　　　　　　　　　たかの比率）が求め られる 。

　　　　　　　　　　 各プリ ン トの 許容率を国別に

　　　　　　　　　　 求めたのが表 1である （日本

　　　　　　　　　　 人 の 評価を足 柄研究所 とそれ

　　　　　　　　　　 以外に分けて あ る）。 各国で

　　　　　　　　　　 の評価が同 じ傾向を示すか否

　　　　　　　　　　 か を判定す る ため に，表 1か

　　　　　　　　　　　ら各国 の相関係数 （Prod −

　　　　　　　　　　 　uct 　 Mornent 　 Oorr θ 旧一

　　　　　　　　　　 tiOR　 Ooeffioient）を 求

　　　　　　　　　　 めた の が表 2で ある 。 この相

　　　　　　　　　　 解係数を見ると，日本以外の

　　　　　　　　　　　国 間 の 相 関 係 数 は0．8か ら

　　　　　　　　　　 D，95であり評価が高 い
一

致度

　　　　　　　　　　　を示す。しかし日本との相関

　　　　　　　　　　 係数を見る と0．54か ら0．85で

　　　　　　　　　　　あ D，相関が低い国と比較的

　　　　　　　　　　 相関が高い 国がある 。 こ の相

　　　　　　　　　　　関係数か ら白人の肌色の好ま

　　　　　　　　　　 　しさ は大き く分類する と日本

　　　　　　　　　　　とそれ以外の 国の 二 群に分け

　　　　　　　　　　　られる 。 三群に分類すると
一

　　　　　　　　　　 群 は ヨ
ー

ロ ッ パの国 （ドイツ ，

　　　　　　　　　　　イ ギ リス ，フ ラ ン ス），二 群

　　　　　　　　　　　はカナダ，ア メ リカ，ブ ラ ジ

　　　　　　　　　　 ル，三 群は日本に分ける こ と

　　　　　　　　　　　も できる 。 今回の解析には日

　　　　　　　　　　 本と
， それ以外の国 （こ の論

　　　　　　　　　　 文では，以後日本以外の国で

の評価をまとめ白人の評価と称する）に分類したデ
ー

タで 解析を進める 。

　日本人の評価 と白人の評価の対応を示 したのが図 ID

で ある。
こ の図か ら日本人の評価と白入の評価は許容
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率の高い と こ ろと低いと こ ろ で は比較的
一
致 して いる

が中間で は不
一

致が生 じて い る 。 この不
一
致の原因を

解析する為に許容率と測色値の対応を調べ た。

　4．2　測色値による解析

　臼人と日本人の 評価の不
一

致がどのような側面に注

目 して 起こ っ て い るの か を解 析 す る ため に ， 色 相

（H
°
）， 彩度 （O ’

）， 明度 （Lつ と許容率 の 関係 を調

べ た 。

　図 11は色相と臼人及び日本人の許容率の関係を示 し

た図で あ る 。 横軸 に色相角，縦軸 に許容率をと り，白

人の許容率を黒丸で，日本人の許容率を黒三角で示し

てある 。 さ らに ， 白人の許容率を表わすように実線を

当て はめ ， 日本人の許容率を表わすように点線を当て

はめ て ある 。 図12は横軸に明度 ， 縦軸に許容率をと っ

表 3　色相角48
°
を境界 と した日本人 と白人 の 許容率

　　　の比較

日本人 〉 白人 日本人く 白人

H °

〈　48 6 0

H °

＞　48 0 13

表 4　許容率と最良率及び最悪率の相関係数

最良率 最悪率

ドイ ツ 0，8030 一〇．4957

イギ リス 0．8705 一〇．4132

フ ラ ン ス 0．7227 一〇．3886

カナ ダ O．7271 一〇。4234

ア メ リカ O．6183 一
〇，3233

ブ ラ ジ ル 0．了978 一〇．3862

白入合計 0，8728 一〇．4551

日本 0．9002 一〇．3806

当研究所 0．8684 一
〇．4608

日本人合計 0．9206 一〇．4210

てある 。 図 13は横軸に彩度，縦軸に許容率をと っ てあ

る 。

　 こ れらの図から色相に関 して は自人と日本人で は評

価の｛頃向に差があるが，明度 と彩度に関して は明かな

差が見い だせなか っ た 。 色相に関する 白人と日本人の

差 は ， 色相角の大き い黄み によ っ た色 で は 日本人 に 比

べ 白人の許容率が高くな つ， 色相角の小さ い赤み によ

っ た色 で は白人 に比 べ 日本人の 許容率が高くな っ て い

る 。 これを定量的に示す為に，ある色相角を選び， そ

の色相角 よりも大き い と こ ろと小さ い と こ ろ で 日本人

と白人 の 許容率の 大小を比較 した。もし ， 特定の傾向

がなければ日本人と白人の許容率の 大小関係は色相角

に依存せず
一定の傾向は見 られな い はずである 。 表 3

図 14 許容率と 最良率の関係

　 1・o

最

暴

O．5

0 ・O

図15
　 1・O

慧
躑

O ．5

o，o

o、o

許容率と最悪率の 関係

■

e

O．5
言午 容 率

　　　　　り
、： ・

． e 。。 。。　 。 。 e　o

1．0

OO O，5
日午 容 率

1，0
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に は色相角4B
°
より小さ い と こ ろと大きい と こ ろ で ，

日本人と自人の許容率の大小関係の頻度を数え て ある 。

こ の 表か ら ， 色相角48
°
よ り小さ いと こ ろで は日本人

の許容率が高く ， 4Beより大 ぎ い と こ ろ で は 白人の許

容率が高い こ とが分かる 。

　4．3 許容率と一番好ましい 色の関係

　従来，色の嗜好調査で は許容率を求める の で はなく，

好きな色を上位三種類選択させ ることが多く行なわれ

て き た。今圓の 実験 で は ， 許容するか否か と同時に最

も好ま しい色 （こ の比率を最良率 とする ），最も好ま

しくない色 （この比率を最悪率とする）も求めてある

の で ，従来の 評価 方法 と今回の評価方法 で は結果 にど

の よ うな差異が生 じるかを検討 した 。

　前述 の 国別に 許容率と最良率及び最悪 率の 関係を相

関係数 で 示 したの が表 4である 。 この表か ら許容率と

最良率の関係は比較的強い 正の相関にな り ， 許容率と

最悪率は 弱 い負の相関 に な っ て い る 。 こ の傾向は全て

の国で共通 で ある。 更 に ， この許容率と最良率及び最

悪率の 関係を白人全体の デ ータ で図示した の が図14，

15である 。 こ の 図から最良率は許容率がO．5以上の値

から正の相関が強 くな り （多少非線形性はある），最

悪率は許容率が低い 二 つ だけが高くなり ， 他の許容率

とは関係がな い 。

　こ の こ とから，最良率及び最悪 率は特定のサン プル

だけに値 をもち ， 測色値 と心理的な値 の 関係をサ ンプ

ル全体で解析する時に 適 した心理的測定値とは成らな

いの ではないか 。

一方，許容率は最良率及び最悪率と

も相関がある程度あり，その値は0．0か ら1．0まで情報

がサ ン プル全体で 得 られ ， 傾向が 明確にな り解析には

適 した測定値と 思 われ る 。

　5．まとめ

　好ま しい 肌色 に 関する 人種 間の 比較を ， 従来の デ
ー

タ及び今回のカラ
ー写翼によ る調査から行い ， 次の 結

論が得 られた 。

1）肌の分光特性は白人 と日本人 で は ， El本人が多少

　　反射率が全体に低 い だけ で あ D ， 顕著な差はな い 。

2）肌 に 対す る 記憶色は白人 は日本人 に 比 べ 黄 み で あ

　　り， 明度が高い 。 記憶色 の 肌色 は実際の 肌色よ り

　　も明度が高い こ と は 自人も日本人も同 じ傾向であ

　　 る 。

3）従来の研究 で は 白人の好ま しい 肌色は日本人の好

　　ま しい 肌色に比べ やや黄み で あ る 。

4）カラープリン トを使用した調盃から ， 白人と日本

　 人の好ましい肌色の 差は，白人は日本人に比べ 黄

　 み の肌色に許容があり，日本人は赤みの肌色に許

　 容があ る。
こ の結果は肌 の 記憶色及 び ， 肌色 の 好

　 ま しさの 実験 と
一

致す る （西村の 結果 とは反す

　 る）。

5）今 回の調査 で は白人 の写真を使用して 日本人と白

　 人 で 好 ましい 肌色を求めると，従来研究されてい

　 る日本人の写真で 白人が評価 した結果と ， 日本人

　 が日本人の写真で 評価 した結果 と
一

致 した傾向を

　 示した 。 こ の こ とは日本人が白人の写真を見ても

　　日本人の肌色の好ま しさが反映する ことを示すも

　 の で ある 。

6）今 回の 解析には，心理的測定値として 好ま し い肌

　 色 と して の許容率を使用 した が
，

こ の 測定値は 従

　 来色の好ま しざの測定値として使用されている好

　 ましい色 を選択させ た時の比率に比 ベ サ ンプル全

　 体の傾向をつ かむ に は適 した測定値で ある 。
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